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鶴見川水系早淵川におけるマルタウグイの産卵

岸 由 二*・脇 田慎 也**・ 運 藤 里 香**・ 亀 田佳 子**・ 白井 剛**・ 江 良 弘 光**

Return of Spawning Migration of Far Eastern Dace Leuciscus(Tribolodon)

byandti in the Hayabuti River， a Tributary of the Tsurumi River

Yuji KISH-*，Shinya WAKITA**，Rika UNDO**，Yoshiko KAMEDA**，Takeshi

Sxixai**， and Hiroaki ERA*

1.は じめ に

 東京都町田市の北部丘陵域 ・上小 山田を源流 とし，横浜市鶴見区生麦で東京湾に注 ぐ，一級

河川 ・鶴見川では，近年，マルタウグイの遡上が回復 し，稚魚 ・若魚 も確認 されはじめ，水系

内の各地で産卵活動が行われていることも確実 と予想 されるようになっていた。本稿は，産卵

の予想 された地点の一つ，鶴見川支流 ・早淵川の布川合流点において実施 された，産卵群なら

びに産卵確認調査の報告である。

2.戻 って きたマル タウグ イ

 マ ル タウグイ，Leuciscus(Tribolodon)brandti， は， 東京湾， 富 山湾以 北の河川 ・内湾に生

息す る コイ科 ウグイ属に属す る魚種 であ る。 コイ科 に もかか わ らず成魚 は内湾 ・河 口域に暮 ら

す が，春 ，繁殖 のために河 川に遡上 し， 夜間に流速 の早 い礫底 で産卵す るこ とが知 られ てい る。

稚魚 は成長 しなが ら河 口に下 り，汽水域や 内湾で暮 らす よ うにな る(1)。か つ て本種 は，東京湾 と

そこに流入す る河川に 多産 し， 漁獲 の対 象 ともな って いた。鶴 見川 に も1950年 代 までは 多産 し，

春 の遡上 期の下 流部 で は， 川い っぱいに刺 し網 を張 って漁獲 す る光景 もみ られ た もの であ る。

しか し1960年 代 に入 り，水質 汚染の進行 と ともに鶴 見川水 系は もとよ り東京湾全域 で激減 し，

1995年 に 発行 された 『神 奈川県 レッ ドデー タ生物調査報告 書』(2}では， 危惧 種Dの 指 定 を受 け る

*慶 應 義 塾 大 学 生 物 学 教 室(〒223-0061横 浜 市 港 北 区 日吉4-1-1)：Dept. of Bio?.， Hiyoshi， Kohoku-

ku， Yokohama，223-0061， Japan.
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内)：Tsurumi-river Naturalist Network， Tsunashima-nishi， Kohoku-ku， Yokohama，223-0053，

Japan.

                                        49



慶應義塾大学日吉紀要 ・自然科学 No.33(2003)

にいたった。

 そのマルタウグイが，1990年 代半ばから鶴見川でも確認 されるようになってきた。ここ数年

は成魚ばか りでな く稚魚や若魚 も多数確認され るようにな り，私たちは，鶴見川水系における

繁殖活動の回復は確実 と考えていた。候補地 としては，本流の小机堰下手や，水質の良好な支

流早淵川の各地が想定された。今回，その うちの一ヶ所である横浜市都筑区中川の早淵川 ・布

川合流点において，産卵群 と，産着卵 を確認す ることができた。

3.調  査

 早淵川の各地における事前調査によって，遡上 したマルタウグイは夕刻か ら活動が活発にな

り，礫底の急流部で繁殖行動 とおもわれる水 しぶきをはね上げるような集団活動 を見せること

がわかっていた。産卵調査は早淵川 ・布川'合流点周辺の候補地(図1)を えらび，2002年5月

3日 の夕刻から日没にかけて実施 された。当地の流れは左右に コンクリー ト護岸が整備され，

流れの右岸にそって人の移動の容易な犬走 りが設置されている。産卵魚の確認にあたっては，

調査者がこの犬走 りにそって200m程 の区間を移動 しなが ら目視によってマルタウグイの群れ

を追い，投網 を用いて捕獲する方法を採用 した。合流点直上の急流部においては，川床の礫を

拾いあげ，産着卵の確認 をおこなった(写 真1，2)。
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a.産 卵 群

 捕 獲 され たマ ルタウ グイは，雄5尾 ，snrziの 計7」 己だ ・，た(：授1).雄 魚 は.LIこ均 体長4L2cn1

で.，腹部 を押す といずれの個体 で も精液 の流出が確 認 され た.r'」：dY…3).，雌 魚の2尾 はそれ ぞ.オL

体 長：i8cm， A3cmで ， 腹部 にflJJを 加 え て も卵 の流出 は見 られ なか ったが，卵 巣の膨i：rr：は 明 ら

か で.あり， 産卵状態 の個体 と判 断 され た 〔写真4〕 ，産卵魚 は， 同種個体 あ るい は中'1'1のコ イと

の混群 を形成 し， 瀬 ・淵 にわた り，俊敏 な遊泳 を見せ たが， 調査者の 撹乱 もあったためか， 同

1】夕刻は， 産卵行動 と思 われ る活動 には至 らなか 一ノた.な お， 付近 では、マ ル タウ ク..イの ほか

に， 多数の コ イ， ウキゴ リ， そ してアユ(1尾)が 捕獲 され た.

表1 捕 獲 されたマルタウグイの体iz〔cm)

個体 a ♀

1 43

2 42

8

3

3

4

写真9 マ しクウ ク写 の成熟.1耳1...
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6.繁 殖 の回復

 3月 から5月 にかけてマルタウグイと思われる大型のウグイが遡上 し，夕刻に群泳する現象

は，布川合流点に限らず，中崎橋，矢橋付近など早淵川中流の各地で目撃 されている。また，

春に 厂大 きなウグイ」，「サメのような魚」，「サバのような魚」が出現す るという情報，あるい

は夏か ら秋にかけてマルタウグイの若魚 と思われる 「ウグイ」が捕獲されるという情報は，早

淵川に限らず，鶴見川の本流，支流(恩 田川，矢上川)の 各地からよせ られるようになった。

近年の この回復傾向に関 して，筆者らが直に確認 した最初のエポックは，1995年5月 ，小机堰

直下における魚類調査(鶴 見川流域ネ ットワーキング主催)に おいて雄の成魚が投網によって

捕獲された事例 である(3)。ここ数年は，早淵川ならびに綱島から下流の本流では，マルタウグイ

の幼魚が夏から秋にかけて四つ手網や投網によってご く普通に捕獲 されるようになっている。

1990年 代半ば以降，鶴見川の水系にマルタウグイが本格的に復活し，繁殖 を継続 し始めている

ことは，確実 と思われる。

7.放 流 による回復 努力

 鶴見川水系における最近のマルタウグイの復活の主因は，多摩川におけ る1990年 代以降の放

流事業 と，思われる。かつて多摩川では，春に多量のマルタウグイが遡上 し漁獲されていたが，

鶴見川と同様に1960年 代以降は激減状態にな り，「幻の魚」となっていた。そんな状況の中，川

崎河川漁業協働組合は1990年 ，復活を目指 した放流事業 を開始 していた(同 漁協理事 ・土井秀

夫私信)。同組合は，茨城県涸沼か ら多量の成魚 を購入 し，毎冬に千尾を越える規模で多摩川に

放流 してきたと報 じられている(4)。

 この時期，鶴見川下流においては水質の全般的な向上傾向も認め られている(5)。下水処理の普

及により，早淵川などの支流では，汚染水の流入が急減 しており，アユの遡上 も顕著になった。

鶴見川におけるマルタウグイの繁殖活動の回復は，多摩川における放流努力が もたらした東京

湾沿岸におけるマルタウグイ個体群の回復 と，鶴見川本流下流部 と一部支流における水質の向

上が連動 した複合的な成果なのであろうと，思われる。
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